


植樹祭　　 ２

目腰鵬圃＠国冒く靭

１・ 期　　　目

小雨決行（雨天の場合は 、平成１０年１２月６日（

２・ 集合 ・受付場所

３・ 闘　会　式

４１’ 参　カコ者

．５・ 植樹総数

６＝’ 弗萱毛劃場戸斤

・７ ｒ植樹方法

８． 閉　会　式

町営三ツ峠グリーンセンター内テニスコート前駐

町営三ツ峠グリーンセンター内テニスコート　午前９時

募集により 、申し込まれた世帯

１５０本

（仮称）大沢桜の丘公園等に植栽

サクラの苗木は 、植樹申込者一人につき１本配布するので、各植樹申込者は
、

受付により報告された所定の場所に植樹し 、ネームプレートを付ける
。

町営三ツ峠グリーンセンター前農村公園
午前１１時３０分（サクラの植樹終了後〕

９・；， 昼食の配布、とん汁 ・湯茶サービス

　　　　　　　　　農村公園　午前１０時より１２時まで

　　　　　　　　　植樹申込者には 、昼食（おにぎり〕の配布
。

　　　　　　　　　植樹祭参加者全則こは、とん汁 ・湯茶のサービス
。

１ｒｄ＝：

植樹祭参加者が用意するもの

　　　　　　　　　スコップ、トンガ、苗木注水のための使用済みペットボトル

　　　　　　　　　またはバケツ（水は町で用意する）、 植樹できる服装
。

　　　　　※昨年度植栽された方は 、桜 ・低木類の手入れ等に参加をお願いします
。

鐙＠里づ《リ握翻イペントコ目ナ目
１． 内　　容

０ゲーム＆ウォークの”催

＠時計づ＜り体饒コーナーの開設

ゆペンダント ・キーホルダーづくリ体慶コーナーの関設

２． 期　　日

平成１０年１１月２９日（日）小雨決行《雨天の幻合、１２月６目（目）》

　※小雨の場合、ゲーム＆ウォーク中止

３． 場所及ぴ開催時間

○ゲーム＆ウォーク ：クリーンセンター～いこいの森

　　開催時閤開会式終了後午前９時３０分より午前１１時３０分

＠碕計づ＜り体ぼコーナー： グリーンセンター研修棟

　　闘催時閤午前１０時より午後２時
　　　（午前１１時３０分より午後１２時００分まで休憩時問とする 。）

　ペンダント １キーホルダーづ＜り体贋コーナー： クリーンセンター研修棟

　　開催時閤午前１０時より午後２時
　　（午前１１時３０分より午後１２時００分まで休憩時閤とする 。）

４、 参加料　　（塞Ｉ圏）



３　高山良策展 ・県民の日

１県民の日∴
二協 憧獣の父 ・高山良簑属

’’ ん怪獣おじさん。僕らに夢をありが’と’ う∴
∴’’

「

Ｉ

■

■

■・

必見〃宋発表作品の本邦初公閾
’これを見逃すとも’う二度と見られ飢＝曲も痴れませんラ’’ ∴’

○と　き　１１月２３日（月）勤労感謝の日

　　　　　　ＡＭ１Ｏ：ＯＯ～ＰＭ３１００（最終入場ＰＭ２１３０）

○場所　冨±五湖文化センター（富±吉田市民会館）
　　　　　　　　２Ｆホワイエ及び前庭

■高山良策の世界

○軍隊スケッチ　○絵画作品　○怪獣造形リスト

○抽象画　○酉桂スケッチ画　Ｏ怪獣日記

○高山怪獣写真パネル　○怪獣造形

○饒別者名簿、軍隊手帳、その他遺品

○ジオラマＢ　Ｃ　Ｘ（怪獣のおもちゃ箱）

○ビデオシアター

　☆文部省推奨作品「ポロンギター」「＜っやとこぴと」

　☆「大魔神３総集編」「ウルトラＱ」「ウルトラシリーズ」

◆２Ｆ

○怪獣づくり体

　カネゴン ・壌．
．、

費用１ ，

　１回目　１０

０グ ツズ販売

「

■

一

■

」

１３１３０～

，１５１００）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎大映
■チビッコ夫集合！！おまつり広場（１２１００川１２：３０）

　○あの大魔神やギャンゴやゴモラがや って来る１１　わ＜わ＜ドキドキ１１大魔神や愉快な怪獣

　　たちと楽しく遊ぼうヨ１１ＯＲ大魔神 ・ウルトラＰギャンゴ ・ゴモラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内容は都合により変更される場合があります）

Ｑ團＠團 富士百田含場………’’．’’．’．’’．．…’’

日時　１１月２３日（月）　　午副９時２０分～　オープニングセレモニー

場所　富±吉田市民会館　（富±五湖文化ホール）

　　　　　　　　　　　 ・１ 　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔１’
記念式典、富士吉田職業訓練校祭り表彰式、図画コンクール表彰式、宝保育所によるマーチングバンドの演奏等

　　 ・・ 　　 ！　 ・１ 　● 　　　珊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１霧；１１１；’・

　富士吉田トランペット鼓隊の演奏、明照保育園児による消防ポンプ操法、夫魔神と怪獣たちのアトラ
クション 、南都留文化協会連合会による犬正琴の演奏、富士五湖ウインドオーケストラによる演奏

．　 壷彗 ▲　 ●１ 　　 ＝　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヨ露１＝：∴

図画コンクール入賞作品展、南都留ふるさと青年塾展、南都留地域「環境首都 ・山梨」づくりパートナーシッ プ会議展

晶　　一＝＝１．１■ 　・・　”　　　　●＝　　　 ・　　　　　，

製作品の展示、作品の即売、リフォーム等無料相談会など

一一１ 回１ ‘　　…　… ，壷　　●＝　　　　　　 ＝

怪獣造形の展示、ビデオシアターコーナー 高山良策作品の抽象画の展示など



体膏祭
　
１
０
月
１
０
日
＾
土
）
、
町
体
協
（
会
長

牛
田
　
茂
）
主
催
に
よ
る
第
３
８
回
町

民
体
育
祭
が
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
、
５
地
区
の
選
手
約
４
０
０
名
を

迎
え
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
役
員
等
が
テ
ン
ト
を
張
る

姿
が
見
ら
れ
、
当
日
の
早
朝
に
お
け

る
い
つ
も
の
慌
た
だ
し
い
風
景
が
展

開
し
、
一
目
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

気
つ
く
聞
も
無
い
デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト
を

展
開
し
、
見
て
い
る
人
も
楽
し
め
る

競
技
内
容
で
し
た
。

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優
　
勝
　
下
暮
地
チ
ー
ム

準
優
勝
本
　
町
チ
ー
ム

第
三
位
柿
園
チ
ー
ム

　
終
わ
り
に
、
町
民
体
育
祭
開
催
に

あ
た
り
、
多
く
の
方
々
の
御
協
力
を

戴
き
ま
し
た
こ
と
を
西
桂
町
体
育
協

会
一
同
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
日
町
体
育
功
労
者
と
し
て
、

表
彰
さ
れ
た
方
々
に
は
、
町
の
体
育

振
興
に
対
し
、
今
後
一
層
弛
ま
ぬ
御

尽
力
を
切
に
希
望
す
る
と
共
に
、
今

後
の
御
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

元
気
な
炬
火
リ
レ
ー
で
開
幕
し

た
町
民
体
育
祭
は
、
晴
天
に
も

恵
ま
れ
、
青
く
澄
み
渡
っ
た
秋

空
の
下
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
競
技
を
通
じ
て
一
人
一
人

が
打
ち
解
け
合
い
、
地
域
が
一

つ
と
な
り
「
体
育
の
日
」
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
競
技
に
お
い
て
は
、

午
前
中
６
種
目
・
午
後
か
ら
７

種
目
、
合
計
１
３
種
目
で
各
地
区

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
優
位
の
戦
い
で
あ
っ
た
が
、

終
盤
に
賭
け
て
の
下
暮
地
の
猛

追
撃
に
、
最
後
の
最
後
ま
で
意

固



フットサル場

　
９
月
２
６
日
（
土
〕
午
後
－
時
よ
り

３
時
ま
で
三
ツ
峠
フ
ッ
ト
サ
ル
場
に

お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
ア
ミ

ー
ゴ
ス
」
及
び
中
学
校
サ
ッ
カ
ー

部
、
オ
ー
プ
ン
大
会
参
加
チ
ー
ム
を

対
象
に
、
元
ド
イ
ツ
代
表
ピ
エ
ー
ル

・
リ
ト
バ
ル
ス
キ
ｉ
氏
及
び
元
Ｊ
Ｆ

Ｌ
ブ
ラ
ン
メ
ル
仙
台
吉
田
暢
氏
を
招

き
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
雨
天
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ

ー
ル
の
扱
い
方
に
つ
い
て
親
切
・
丁

寧
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。

ま
た
、
教
室
終
了
後
ペ
ナ
ル
テ
ィ
キ

ッ
ク
な
ど
世
界
レ
ベ
ル
の
技
を
ご
披

露
い
た
だ
き
、
教
室
に
参
加
し
た
明

日
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
を
目
指
す
子
供
た

ち
は
、
熱
心
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け

て
い
ま
し
た
。

“

　
９
月
２
６
日
（
土
）
、
２
７
日
（
日
〕
の
２

目
問
に
渡
り
、
三
ツ
峠
フ
ッ
ト
サ
ル

場
の
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
、
県
内
外

よ
り
８
団
体
、
１
８
チ
ー
ム
の
少
年
の

フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
が
集
い
、
優
勝

を
目
指
し
競
い
合
い
ま
し
た
。
我
が

町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
ア
ミ
ー
ゴ

ス
」
は
、
接
戦
の
う
え
４
位
に
入
賞

い
た
し
ま
し
た
。

成
績
発
表

●
小
学
校
５
年
生
の
部

優
勝
大
根
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
一
神
奈
川
呈

準
優
勝
　
古
根
サ
ッ
カ
ー
桑
ー
ツ
少
年
里
寝
町
一

３
位
夫
里
サ
ッ
カ
ー
奈
ー
ツ
少
年
里
甲
府
市
一

４
位
天
台
Ｆ
Ｃ
一
神
崇
川
５

●
小
学
校
６
年
生
の
部

＾
慢
　
勝
　
夫
根
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
Ｂ
挿
奈
川
県
一

準
優
勝
　
大
根
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
Ａ
挿
奈
川
５

３
位
塩
山
フ
ッ
ト
サ
ル
愛
好
会
蓋
山
匝

４
　
位
　
ア
ミ
ー
ゴ
ス
Ａ
菌
桂
町
一

　
９
月
２
７
日
（
日
〕
午
前
ｕ
時
よ
り

午
後
－
時
ま
で
、
三
ツ
峠
フ
ッ
ト
サ

ル
場
を
拠
点
に
、
「
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
キ

ャ
バ
ン
９
８
と
び
だ
す
ラ
ジ
オ
こ
ち
ら

西
桂
放
送
局
」
を
開
設
い
■
た
し
ま
し

た
。　

若
林
正
人
さ
ん
を
始
め
、
３
人
の

Ｙ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ

り
、
町
で
活
動
し
て
い
る
１
２
団
体
を

楽
し
く
紹
介
し
て
い
た
だ
き
県
内
へ

情
報
発
信
い
た
ま
し
た
。

　
出
演
い
た
だ
き
ま
し
た
各
種
団
体

の
皆
様
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
１
０
月
－
日
よ
り
三
ツ
峠
フ
ッ
ト
サ

ル
場
が
一
般
供
用
開
始
と
な
り
ま
し

た
。　

町
営
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
亙
０
５
５
５
－
２
５
－
３
０
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

三ツ峠フットサル場使用料表

区分
内容 １面１時間当たり

町 民 １，２００円

町民以外 １， ６００円

（１）入場料を徴収する場合は 、倍額とする
。

（２〕高校生以下の使用については 、半額とする



保　　健　 ６

１顯圓
瞭１萎
て布期 　記

箏昌

　　　　 日享轟打 多命
＝：‘所ポ管｝醐
　　　　　　　ごすり人 血
　　室

１．１ 勇詔墨に
　　簾苧旦隻え是雲ご
　　福午些　願のよ塾協
　　聖雪　ヒ：監そ孟カ
　　多時 　たへ賄涯を
　　１　　　　しのわ

す検かがな効 つが体に
。診きいか果た良重な今
　を気る一が人くがりで
　受分か人あ ・な５まは
　けもらでる便 っキし参
　てす歩はか秘た口 ち加
　健 つけ歩らで人減　者　康きまけ続な ・っ 参が
　だりすまきく腰た加７
　かで 。せまな痛人者 ．

ダ１：い；蛮后婁叉

　け毎汗仲な人くこは 怪
　ま年を間か等なり 、と

た２中日間
。年年以町私
　前に外内た
　よなはをち
　りり毎日は
　夫身日曜　

’

　婦体歩 ・夜
　でのき祭９
　歩不ま日時
　き調す ・か
　始を　。雨ら
　め感最の約
　まじ初降ユ
　してはる時

一，
健ｒ

仲薯．
閻く
と　り

ウは ニ

オ募
Ｉ　主

キ役・
多皆
」

期　　目 行　　　　事 場　　　　所 蹄　　　　闇 対　　象　　者

１６〔月〕 三種混合予防接覆 い乱、冒僅康福祉センタ ー 受付午司菱１時｝１時１５分 生後３ケ月～８９ケ月

１７〔火〕 ２臼児歯の検診 いきいき値竈福祉センタ ー 受付午後１時３０分～ 平成８年４月～９月

１８（氷〕 マタ＝ティクラス い乱、宕繭福祉センタ ー 午前１０時～１２時

１８〔水〕 乳　　児　　健　　診 い乱、き優康福祉センター 受付午後１時３０分～ 平威１０年１月 ・４月 ・７月

１１月 １９｛木〕 健　　竈　　相　　談 い乱、冒甑福祉センター 午前９時～１２時

１９（木〕 機　　能　　日１１　練 い乱、冒鐵椙祉センター 午後１時３０分｝

２６（木〕 母　　子　　相　　談 い看いき顧福祉センター 午前９時～１２時

３０‘月〕 健　　康　　相　　談 いきいぎ煎福祉センター 午前９時～１２時

３０帽〕 ポリオ予防接種 い乱、言優康福祉センター 受付撤１時｝１時１５分 生後３ケ月～８９ケ月

１｛火〕 饒　　　血 い乱、き僅康福祉センター 午前１０時～午後３時

２｛水〕 なかよし学棚 いきいき便Ｄ福祉センター 午前９時一１１時４５分

３｛木） 健　　康　　相　　談 いきいき倶康福祉センター 午前９爵山１２時

３｛木） 撒　　能　　日１１　練 いきいき僅康福祉センター 午後１時３０分山

７｛月〕 ツベルクＵン反応 い乱、音倶康福祉センター 受付午後１時山１時１５分 生後３ケ月～４７ケ月

９（氷） なかよし学級 い乱、き倶康福祉セ：’ター 午前９時～１１時４５分

１２月 ９｛水〕 Ｂ　Ｃ　Ｃ　接　竈 い乱、き饒福祉センター 受付午後１時～１時１５分 生後３ケ月～４７ケ月

１０〔木〕 母　　子　　相　　談 い乱、き健責福祉センター 午前９崎～１２時

１４〔月〕 三覆混合予防接竈 いきいき團醐祉センター 受付午後１時一１時１５分 生後３ケ月～８９ケ月

１５〔火〕 乳　　児　　値　　診 い凱、き値口福祉センター 受付午後１時３０分山 平成１０年２月 ・５月 ・８月

１６（水〕 なかよし学級 いきいき慢康福祉セ：’ター 午前９時～１１時４５分

１７（木〕 健　　竈　　相　　醐 い乱、舌魎桐祉センター 午前９時～１２時

１フ｛木〕 機　　能　　Ｏ１１　練 い乱、き垣良福祉センター 午後１時３０分｝

キツ ズサ白ン’． キソズサ０ン鯛第２ ・剃木嗜許前中
　　　　　　　　あ滋１的’的魂虹＝虻レ、討二

２碗センターを臼子



知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

沽
篶
篶
｝
一

　
お
く
。
（
消
印
に
結
構
人
気
が

　
あ
る
。
満
月
消
印
や
国
内
局
集

　
め
、
年
代
絵
別
な
ど
が
そ
の
例

　
で
す
。
）

　
記
念
切
手
や
外
国
切
手
の
み
収

　
集
し
て
い
る
団
体
も
あ
る
の

　
で
、
こ
れ
ら
は
別
に
し
て
お
く

　
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
古
切
手
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
、
医
療
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
く
つ
か
ご
紹
介
す
る
と
：
…

　
０
日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協

　
　
力
会
で
は
海
外
の
医
療
事
情
に

　
　
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
医
師
の
派

　
　
遣
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
勝
沼
授
産
園
で
は
フ
イ
リ
ピ
ン

　
　
に
救
援
物
資
を
送
る
た
め
の
送

　
　
料
と
し
て
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

　
　
す
。

　
　
　
西
桂
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

一
匁
紬
紬

ヨ
ハ
ネ
祭
に
協
力
１
・

２
日
・
９
日
・
１
６
目
・
訓
日
＾
月
）

ぷ
パ
讐
一

寄付書名 物品及ぴ奇付金

「どんぐりの家」

映実行委員会
５０ ，ＯＯＯ円

望月　民江さん タオル

大勢の方々より牛乳パック

赤い羽根共同募金

１０月１目～１２月３１日

みんな一緒に生きていく
。

術
。
）

包・’・



社会教膏 ・児重館

寿
学
級
（
交
遺
安
全
教
室
一

お
な
じ
み
な
の
で

　
　
　
種
明
か
し
ま
す
１

　
今
年
も
山
梨
県
警
本
部
交
通
安
全

啓
発
車
「
さ
ち
か
ぜ
号
」
が
、
交
通

安
全
少
年
ケ
ン
ち
ゃ
ん
と
と
も
に
町

を
訪
れ
、
保
育
所
園
児
と
寿
学
級
生

を
対
象
に
交
通
安
全
講
話
を
行
い
ま

し
た
。
毎
年
お
な
じ
み
の
交
通
安
全

マ
ジ
ッ
ク
も
好
評
で
、
今
回
は
サ
ー

ビ
ス
で
種
明
か
し
を
し
て
い
た
だ
き
、

学
級
生
も
孫
た
ち
に
い
い
土
産
が
で

き
た
よ
う
で
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
／
５
）

女
性
学
級

少
し
早
い
年
賀
状
づ
く
り
１

　
型
を
切
り
抜
い
て
イ
ン
ク
で
模
様

を
つ
け
る
「
切
り
抜
き
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
細
か

い
部
分
を
切
り
抜
く
の
に
ち
ょ
っ
と

て
こ
ず
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ハ
ガ
キ

に
実
際
写
し
て
み
る
と
、
想
像
以
上

の
素
晴
ら
し
い
出
来
に
皆
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
は
カ
ッ
タ
ｉ

と
簡
単
な
道
具
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も

で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
技
法
を
使
え
ば

Ｔ
シ
ャ
ツ
等
に
プ
リ
ン
ト
し
て
も
色

落
ち
し
な
い
と
い
っ
た
工
芸
な
の
で

教
室
と
し
て
も
取
り
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
９
／
３
０
）

★
敦
室
紹
介
★

　
コ
ン
コ
ン
、
コ
ン
コ
ン
コ
ン
と
月

曜
日
の
夜
に
な
る
と
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
か

ら
心
地
よ
い
響
き
が
ま
た
ま
た
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
ト
ン
ト
ン
ト
ン
の
刻

字
教
室
は
水
曜
日
で
す
。
こ
れ
は
皮

を
た
た
い
て
模
様
を
つ
け
て
い
る
音

な
の
で
す
。

　
今
回
は
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
の

み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
レ
ザ
ｉ

ク
ラ
フ
ト
と
は
文
字
ど
お
り
皮
を
使

っ
た
工
芸
で
、
皮
に
模
様
を
写
し
て

そ
の
部
分
を
た
た
き
凹
凸
を
つ
け
、

財
布
や
袋
物
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ

く
り
ま
す
。
更
に
色
付
け
を
す
る
と

一
層
作
品
が
際
立
ち
ま
す
。

　
現
在
の
教
室
生
は
７
名
と
や
や
少

な
目
で
す
が
、
皆
熱
心
な
の
で
欠
席

者
も
少
な
く
い
つ
も
活
気
が
あ
り
ま

す
。
「
前
か
ら
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
」
や
「
家
の
仕
事
に
結
び
つ

け
ば
」
、
「
何
か
や
り
た
い
と
思
っ
て
」

等
、
は
じ
め
た
理
由
は
様
々
で
す
が
、

４
ヶ
月
も
経
つ
と
作
品
も
何
点
か
出

来
上
が
っ
て
お
り
、
そ
の
腕
前
は
な

か
な
か
の
も
の
で
す
。
作
り
た
い
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
す
ぎ
て
次
は
何

を
作
ろ
う
か
と
迷
わ
な
い
か
心
配
で

す
。

　
講
師
は
、
町
内
で
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ

ト
を
教
え
さ
せ
た
ら
右
に
で
る
も
の

が
な
い
大
ベ
テ
ラ
ン
の
相
沢
道
子
先

生
で
、
や
わ
ら
い
物
腰
に
受
講
生
た

ち
も
仲
間
の
よ
う
に
親
し
み
な
が
ら

御
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
は
、
毎
週

月
曜
日
午
後
７
時
３
０
分
か
ら
Ｙ
Ｌ
０

会
館
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
一
度
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

率
成
“
年
廣
「
児
童
福
祉
週
閻
」

標
語
募
集

　
近
年
、
家
庭
の
小
規
模
化
や
地
域

社
会
に
お
け
る
人
間
関
係
の
希
薄
化

等
に
伴
い
、
家
庭
の
養
育
機
能
が
ま

す
ま
す
脆
弱
化
し
て
い
る
と
と
も
に
、

少
子
化
等
に
よ
り
子
ど
も
自
身
が
仲

間
と
切
瑳
琢
磨
し
、
我
慢
す
る
こ
と

な
ど
を
学
ぶ
機
会
が
減
少
し
、
子
ど

も
の
社
会
性
が
育
ち
に
く
く
な
る
こ

と
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
少
子
社
会
に
お
け

る
子
ど
も
や
家
族
の
在
り
方
等
に
つ

い
て
社
会
全
体
で
考
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
視
点
か
ら
、
児
童
福
祉
の
理
念

の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
平
成

ｎ
年
度
児
童
福
祉
週
間
に
お
け
る
標

語
の
公
募
を
行
い
ま
す
。

　
形
式
等
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
へ
の
願
い
を
簡

潔
に
表
現
し
、
児
童
福
祉
の
理
念
を

広
く
啓
発
す
る
も
の
を
募
集
し
ま
す
。

《
テ
ー
マ
蛸
　
「
少
子
社
会
」
或
い

は
「
少
子
社
会
に
お
け
る
家
族
」
等

に
関
し
て
の
標
語
。

《
応
募
資
格
》
ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

《
応
募
方
法
》
作
品
の
ほ
か
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

電
話
番
号
を
記
入
し
児
童
館
に
提
出

し
て
下
さ
い
。

《
〆
切
》
平
成
１
０
年
ｎ
月
２
５
目
（
水
）

ま
で《

表
彰
畑
最
優
秀
作
工
点

※
最
優
秀
作
に
つ
い
て
は
、
平
成
ｕ

年
度
の
児
童
福
祉
週
間
の
期
間
中
に
、

賞
状
及
び
記
念
晶
を
厚
生
省
に
お
い

て
贈
呈
し
ま
す
。

　
篤
２
回
児
童
館

　
　
　
　
　
子
ど
も
祭
り
開
催

　
児
童
館
で
は
、
第
２
回
児
童
館
こ

ど
も
祭
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
昨

年
同
様
、
や
き
そ
ば
、
お
で
ん
な
ど

の
模
擬
店
や
、
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
工

作
教
室
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
、
ち
び
つ

こ
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ま
た
、
新
し
く

紙
飛
行
機
づ
く
り
と
お
手
玉
づ
く
り

の
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

母
親
ク
ラ
ブ
に
よ
る
子
供
服
や
お
も

ち
ゃ
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
も

行
わ
れ
ま
す
の
で
是
非
参
加
し
て
下

さ
い
。

と
　
　
き所

対
　
象

参
加
費

ｎ
月
１
４
日
（
土
）

昼
１
２
時
；
３
時

西
桂
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
駐
車
場

（
雨
天
Ｙ
Ｌ
０
２
階
児
童
館
）

西
桂
町
の
子
ど
も
と
保
護
者

無
料

（
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
の
み
有
料
）

１
１
月
ひ
よ
こ
学
級
■

募
集
の
お
知
ら
せ

　
ｎ
月
の
ひ
よ
こ
学
級
は
、

お
り
で
す
。

日
　
時
　
ｎ
月
２
６
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
１
０
時
－
１
２
時

次
の
と

対
象
－
歳
半
－
３
歳
児
親
子

内
　
容
　
お
や
つ
作
り

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
ｕ
月
”
目
（
木
）
ま
で
に

　
　
　
　
電
話
ま
た
は
直
接
申
込
み

　
　
　
　
し
て
下
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
「
ひ
よ
こ
だ
よ

り
」
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

い
き
い
き
福
祉
セ
ン
タ
ｉ
ま
た
は
、

児
童
館
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

●
第
ユ
・
第
３
水
曜
目

　
「
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
会
」

●
第
２
・
第
４
水
曜
日

　
「
ピ
デ
オ
会
」

　
を
児
童
館
に
て
１
０
時
３
０
分
か
ら
行

っ
て
い
ま
す
。



お知らセ

ダ
ひ
ふ
川
」
学
紋
。
瀞
動
報
告
■
■

　
去
る
９
月
２
９
日
（
火
）
い
き
い
き

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
ひ
よ

こ
学
級
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

エ
プ
ロ
ン
を
使
っ
て
お
は
な
し
が
展

開
す
る
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
で
、
「
三

匹
の
こ
ぶ
た
」
と
「
三
匹
の
や
ぎ
の

ガ
ラ
ガ
ラ
ド
ン
」
の
２
つ
の
お
は
な

し
を
し
ま
し
た
。
フ
ェ
ル
ト
の
か
わ

い
い
人
形
に
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び

で
し
た
。

ダ
母
組
ケ
う
プ
沼
動
報
角
一

　
　
　
　
　
牡
　
　
．
転
　
　
サ
・

　
飾
り
も
ろ
こ
し
の
飾
り
作
り

　
去
る
９
月
２
４
目
（
木
）
母
親
ク
ラ

ブ
で
小
さ
な
飾
り
も
ろ
こ
し
の
飾
り

作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
貝
殻
草
や

千
日
香
の
花
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を

使
い
、
か
わ
い
い
壁
飾
り
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
簡
単
で
、
ス
テ
キ
な

壁
飾
り
、
早
く
お
部
屋
に
飾
り
た
い

な
ｕ

グ
小
嵩
校
租
泌
り
・

　
１
０
月
９
日
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ

の
申
、
上
町
地
区
の
農
業
委
員
さ
ん

の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
社
会
の

農
業
の
学
習
の
一
環
と
し
て
稲
刈
り

を
行
こ
な
い
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
手

つ
き
で
鎌
を
持
ち
稲
を
刈
る
子
、
一

生
懸
命
麻
ひ
も
で
縛
っ
て
も
、
ゆ
る

く
て
落
ち
て
し
ま
い
、
あ
わ
て
て
結

び
直
す
子
…

　
機
械
を
使
わ
な
い
稲
刈
り
は
ほ
と

ん
ど
の
子
供
が
初
め
て
と
い
う
貴
重

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
Ｏ

『
子
供

吝
の
窒

　
最
近
児
童
、
生
徒
が
見
知
ら
ぬ
人

に
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
、
つ
き
ま
と

わ
れ
た
り
す
る
事
件
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
件
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
こ
の
た
び
都
留
警
察
署
、

小
学
校
及
び
教
育
委
員
会
で
協
議
し
、

小
学
校
の
通
学
区
域
を
中
心
に
世
帯

及
び
事
業
所
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

「
１
１
Ｏ
番
の
家
」
を
設
置
し
ま
し

た
。　

子
供
が
危
険
な
状
況
に
な
っ
た
と

き
「
１
１
Ｏ
番
の
家
」
に
駆
け
込
む

と
、
家
族
か
方
が
直
ち
に
警
察
に
通

報
し
て
く
れ
ま
す
。
子
供
を
危
険
か

ら
守
る
た
め
、
「
１
１
Ｏ
番
の
家
」
は

も
と
よ
り
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★

「
１
１
０
番
の
家
」
一
敬
称
略
）

　
水
　
上
　
政
照
　
　
倉

　
蜂
須
賀
　
孝
行
　
　
倉

　
飯
　
田
　
溝
　
　
　
倉

　
欄
↓
ア
イ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ス
　
　
倉

　
高
　
尾
　
穫
　
　
　
柿

　
高
尾
喜
一
郎
柿

　
樹
川
村
電
気
工
事
柿

　
向
薬
タ
ム
ラ
西
桂
店
柿

　
欄
ツ
ル
タ
　
　
　
柿

　
高
尾
　
春
之
介
　
　
本

町園園園園園見見見見

ヤ
マ
キ
チ
洋
品
店

小
沼
薬
局

小
山
　
忠
男

中
澤
　
正
明

松
川
美
容
院

菅
谷
菓
子
店

前
田
　
四
郎

前
田
　
治
夫

新
田
　
敬
一

郷
田
　
義
弘

上上上上本本

町町町町町町

下
暮
地

下
暮
地

下
暮
地

下
暮
地

５
な
た
に
代
わ
つ
て

森
林
を
守
り
育
て
豪
す

　
最
近
、
資
金
や
労
力
を
確
保
す
る

こ
と
が
困
難
で
、
手
入
れ
が
行
き
届

か
な
い
森
林
が
増
え
て
い
ま
す
。
公

社
で
は
、
こ
れ
ら
の
森
林
を
対
象
に
、

所
有
者
に
代
わ
っ
て
分
収
方
式
に
よ

り
活
力
あ
る
森
林
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◎
松
林
の
樹
種
転
換
造
林

　
松
く
い
虫
被
害
の
拡
大
を
防
止
す

る
た
め
、
「
保
全
す
る
松
林
」
の
周

辺
松
林
に
お
い
て
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
に

樹
種
の
転
換
を
す
る
造
林
を
行
い
ま

す
。　

◇
収
穫
し
た
時
の
収
益
は
、
公

　
　
社
７
０
％
、
土
地
所
者
３
０
％
で
す
。

◎
２
者
契
約
の
分
収
育
林

　
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
で
お
お
む
ね
ｕ
年

生
か
ら
３
０
隼
生
の
育
成
途
上
の
造
林

地
を
対
象
に
枝
打
や
間
伐
な
ど
の
育

林
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
◇
収
穫
し
た
時
の
収
益
は
、
公
社

　
　
２
０
－
５
０
％
、
土
地
所
有
者
８
０
－

　
　
５
０
％
で
す
。

＾
対
象
地
Ｖ

０
！
団
地
お
お
む
ね
２
肪
以
上
（
接

続
す
る
複
数
の
所
有
者
で
も
結
構
で

す
。
）

○
森
林
の
所
有
形
態
は
問
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
登
記
上
の
権
利
関
係
が
整
理

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

＾
収
竈
予
定
林
蛉
Ｖ

○
収
穫
予
定
の
林
齢
は
、
お
お
む
ね

５
５
年
生
か
ら
６
０
年
生
を
基
準
と
し
て

い
ま
す
。

＾
箏
業
の
追
め
方
Ｖ

○
土
地
所
有
者
の
申
し
込
み
に
よ
り
、

現
地
調
査
を
行
い
、
適
否
判
断
の
上

契
約
を
行
い
ま
す
。

○
公
社
で
は
、
地
元
の
森
林
組
合
な

ど
に
請
け
負
っ
て
も
ら
い
、
事
業
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

○
造
林
・
育
林
に
必
要
な
経
費
は
す

べ
て
公
社
で
負
担
し
ま
す
。

●
間
い
合
わ
せ
先

　
詳
し
い
内
容
は
、
林
業
公
社
ま
た

は
林
務
事
務
所
、
町
役
場
企
画
振
興

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
甲
府
市
丸
の
内
－
丁
目
９
番
ｕ
号

　
　
　
（
県
民
会
館
内
）

　
財
団
法
人
　
山
梨
県
林
業
公
社

　
　
　
亙
０
５
５
２
－
３
５
－
５
３
３
１
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０お知らせ

税を知る遺間
（１１月１１～１７目〕

増繋驚％

〈国税庁〉

　
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
わ
た
し

た
ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
を
み
て
も
、

社
会
福
祉
の
充
実
、
住
宅
や
道
路
の

整
備
、
教
育
の
振
興
な
ど
、
そ
の
活

動
は
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
経
費
は
税
に
よ
っ

て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
税
は
、
こ
の
よ
う
に
国
や
地
方
公

共
団
体
が
活
動
す
る
た
め
の
大
切
な

財
源
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
が
生
活

の
向
上
と
安
全
を
願
う
限
り
ど
う
し

て
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

共
同
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の
い
わ

ば
「
会
費
」
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
租
税
教
室
な
ど
を
開
催

　
国
税
庁
で
は
、
こ
の
よ
う
に
わ
た

し
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
税
に

っ
い
て
よ
り
深
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
毎
年
１
１
月
１
１
日
か
ら
１
７
日
ま

で
の
期
問
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と

定
め
、
全
国
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
「
こ
の

社
会
あ
な
た
の
税
が
い
き
て
い
る
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
「
暮
ら
し
を
支

え
る
税
」
を
週
問
テ
ー
マ
と
し
て
、

租
税
教
室
や
税
に
関
す
る
懇
談
会
の

開
催
な
ど
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
税
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
国
の
歳
入
と
歳
出

　
平
成
１
０
年
度
の
一
般
会
計
予
算
を

見
て
み
る
と
、
歳
入
額
は
当
初
予
算

で
七
十
七
兆
六
千
六
百
九
十
二
億
円

と
な
っ
て
お
り
、
な
か
で
も
「
租
税
－

印
紙
収
入
」
が
約
７
５
％
を
占
め
、
所

得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
な
ど
の
租

税
に
よ
っ
て
国
家
財
政
が
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
一
方
、
平
成
１
０
隼
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
の
歳
出
の
特
色
は
、
巨
額

な
公
債
残
高
や
厳
し
い
税
収
動
向
な

ど
の
財
政
事
情
か
ら
、
歳
出
の
洗
い

直
し
に
積
極
的
に
取
り
組
む
一
方
、

経
費
の
徹
底
し
た
節
減
合
理
化
に
努

め
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
真
に
必
要
な
財
政
需
要
に
対
し

て
重
点
的
・
効
率
的
な
予
算
の
配
分

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
般
会
計
歳
出
か
ら
国
債
費
、

地
方
交
付
税
交
付
金
を
除
い
た
も
の

を
「
一
般
歳
出
」
と
い
い
ま
す
。
そ

の
な
か
で
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め

て
い
る
の
は
、
生
活
や
医
療
、
年
金

な
ど
の
た
め
の
社
会
保
障
費
、
道
路

や
住
宅
な
ど
の
整
備
の
た
め
の
公
共

事
業
費
、
教
育
や
科
学
技
術
の
振
興

の
た
め
の
文
教
お
よ
び
科
学
振
興
費

で
、
一
般
歳
出
の
三
分
の
二
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
重
要
性
を
増
す
税
の
役
割

　
今
後
ま
す
ま
す
進
展
す
る
高
齢
社

会
に
対
応
し
、
必
要
な
公
的
サ
ー
ビ

ス
を
賄
う
た
め
の
財
源
と
し
て
、
税

が
果
た
す
役
割
は
一
層
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
現
在
、
税
制
調
査
会
を

中
心
に
、
ど
の
よ
う
な
税
体
系
－
各

税
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
べ
き

か
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
も
ま
た
、
税
と
社
会
保
険

料
の
関
係
も
含
め
、
社
会
を
支
え
る

コ
ス
ト
を
ど
の
よ
う
に
負
担
し
て
い

く
べ
き
な
の
か
、
真
剣
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お我
一１９０９１缶

２０９Ｖ２本

・・
５００９

５９３～４本

大さじ１

・・ 大さじ１

都
留
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
購
座

程
１
２
月
３
・
４
・
７
・
８
・

軽
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
の

　
住
所
、
氏
名
変
更
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
は

実
際
の
住
所
地
で
登
録
さ
れ
ま
す
。

　
所
有
者
が
死
亡
又
は
転
出
さ
れ
た

場
合
、
登
録
住
所
、
氏
名
の
変
更
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
変
更
の

手
続
き
は
「
山
梨
県
軽
自
動
車
セ
ン

タ
ー
」
、
ユ
２
５
ｃ
ｃ
以
下
の
原
動
機
付

自
転
車
に
つ
い
て
は
「
住
所
地
の
市

町
村
役
場
」
で
手
続
き
を
し
て
下
さ

い
。●

お
問
い
合
わ
せ

　
　
山
梨
県
軽
自
動
車
セ
ン
タ
ｉ

　
　
ｏ
０
５
５
２
－
６
２
－
７
５
４
９

　
　
役
場
税
務
係
亙
２
５
－
２
１
２
１

　
　
　
　
１
０
・
ｕ
・
Ｍ
・
１
５
日

　
　
　
　
（
月
日
聞
〕

時
　
間
　
午
後
６
時
－
９
時

定
　
員
　
２
０
名

受
講
料
　
２
，
１
０
０
円

受
付
都
留
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
Ｏ
０
５
５
２
－
６
２
－
７
５
４
９

大
月
税
務
署

　
一
日
税
務
暑
脇
設

間講講内場

い師演容所

目

時

ｕ
月
１
７
日
（
火
）

午
後
－
時
か
ら

富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー

税
務
の
仕
事
の
紹
介

面
白
大
国
ニ
ッ
ポ
ン

ケ
ン
ト
ギ
ル
パ
ー
ト

大
月
税
務
署



お知らせ

小
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
勘
■

　
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
と
は
、

町
と
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
同
事

業
で
始
め
た
事
業
で
、
社
会
福
祉
が

在
宅
福
祉
と
い
う
方
向
に
変
わ
っ
て

き
て
い
る
中
で
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
作
り
を
行
っ
て

い
く
た
め
「
小
地
域
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク

活
動
」
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
小
地
域
（
区
）
を
基
盤
と
し
て
、

日
常
的
な
見
守
り
か
ら
要
援
護
者
を

早
期
発
見
し
、
そ
の
情
報
を
一
早
く

関
係
者
へ
連
絡
す
る
。
ま
た
、
把
握

さ
れ
た
福
祉
二
ー
ズ
に
つ
い
て
地
域

の
中
で
解
決
し
て
い
く
活
動
で
す
。

　
当
町
で
は
、
「
本
町
地
区
」
を
今
年

度
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
、
町
の
福
祉

及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
を
勉
強

を
し
な
が
ら
「
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
活
動
」
の
形
づ
く
り
を
す
す
め
、

今
後
町
全
域
に
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
作
り
を
推
進
し

組
識
化
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
去
る
９
月
２
ユ
日
本
町
地
区

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
推
進
員

の
委
嘱
式
を
行
な
い
、
各
隣
保
組
の

中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
名
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
委
嘱
さ
れ
た
推
進
員
は
、
次
の

方
々
で
す
。

　
　
１
組
　
安
留
千
鶴
子
さ
ん

問
合
せ ４３２

組組組

高渡相
尾辺澤

道
子
さ
ん

久
子
さ
ん

善
子
さ
ん

住
民
福
祉
課
　
福
祉
係
　
岩
田

　
　
　
　
ｏ
２
５
－
２
１
２
１

社
会
福
祉
協
議
会
　
権
守

　
　
　
　
亙
２
５
－
４
０
０
０

で
す
。

★
最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
間
い
合
わ
せ

　
　
山
梨
労
働
基
準
局
賃
金
課

　
　
－
０
５
５
２
－
５
２
－
４
８
５
６

　
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お

尋
ね
下
さ
い
。

　
●
山
梨
県
最
低
賃
金
●

県’

民

二
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
爵
１
１
１
１
１
１

１；断１１１

相
談 ５

セ ，

ン ６ Ｏ

タ ３ ４

］
２ ６

円 円

　
山
梨
県
最
低
賃
金
は
、
１
日

５
，
０
４
６
円
（
現
行
４
，
９
５
７
円
）
、

賃
金
が
時
聞
で
定
め
ら
れ
て
い
る
場

合
は
１
時
聞
６
３
２
円
（
現
行
６
２

２
円
）
に
本
年
１
０
月
－
日
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
制
度
は
、
国
が
賃
金
の

最
低
限
度
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

労
働
条
件
の
改
善
、
労
働
者
の
生
活

の
安
定
、
労
働
力
の
質
的
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今

回
改
正
さ
れ
た
最
低
賃
金
額
は
、
常

用
・
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
の
雇
用
形
態
、
性
別
、
隼
齢
を

問
わ
ず
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
産
業
別
最
低
賃
金
＾
電
気

機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金
、
自
動

車
・
同
附
属
品
製
造
業
最
低
賃
金
）

の
改
正
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
山
梨

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
（
山
梨
労
働

基
準
局
長
の
諮
問
機
関
）
で
審
議
中

◇
移
聰
県
民
相
談

相
談
内
容

　
行
政
相
談
・
法
律
相
談
・
交
通
事

　
故
相
談
・
結
婚
相
談
・
土
地
住
宅

　
相
談
な
ど

　
自
衛
隊
生
徒
制
度
は
４
年
制
で
、

最
新
装
備
を
扱
う
専
門
技
術
者
の
養

成
を
し
ま
す
。
ま
た
、
給
与
支
給
を

受
け
な
が
ら
、
高
校
の
通
信
制
課
程

に
入
学
し
ま
す
。

資
格
　
中
学
卒
業
者

　
　
　
（
１
５
歳
以
上
１
７
歳
未
満
中
学

　
　
　
卒
業
見
込
み
者
含
む
一

受
付
　
１
１
月
４
日
－
１
月
４
日

試
験
　
平
成
ｕ
年
－
月
５
日

入
隊
　
平
成
１
１
年
３
月
下
旬

　
ｕ
月
９
日
か
ら
１
５
日
ま
で
の
ー
週

問
、
「
気
お
つ
け
て
は
じ
め
は
す
べ

て
　
小
さ
な
火
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

全
国
一
斉
に
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
目
ご
ろ
か
ら
次
の
「
火

の
用
心
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
注
意

し
な
が
ら
、
尊
い
人
命
や
貴
重
な
財

産
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

７６５ 　
し
な
い

　
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
一
フ
イ

　
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

　
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

　
こ
足
配
線
は
し
な
い

　
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

　
も
の
を
近
づ
け
な
い

＊
消
防
団
で
は
、
期
闘
中
午
後
９

時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

■
目
１
８
貝
水
一

１
１
目
２
フ
貝
全

盟
魯
早

相
談
な
ど

大
月
市
役
所

富
士
吉
田
市
役
所

舟
：
驚
珂

◇
交
通
箏
故
相
談

１
１
目
５
貝
木
一
官
士
吉
田
市
役
所

富
士
吉
田
市
役
所

■
官
士
吉
囹
市
役
所

時
　
間
　
午
前
１
０
時
－
３
時

間
合
せ
　
県
民
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
石
０
５
５
２
１
２
３
－
１
３
６
６

４３２「

上上 お（（お本上柿上柿お
　　＜杉佐石宮し　　　　　　め
町町 や　　あ 町町圓町困 で
三戎み本泳’井下わ原漬高羽小た
枝逼（芙登和 珪田辺部田俣（
　　死　　　　に　　　　　　竈
頼　亡恵知子雄 京粋登吻勇言生
利返） 　　婚佳１馬：主：美１痢）

至葵嚢 篶鈷 婆隻修嚢皇空
父

平
成
↑
Ｏ
年
９
月
届
出

家
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　　人口世帯
　　　畢成１０年１０月１目現在

男２，４１１人（十２

女　２ ，５１４人（十２〕

合言十４，９２５人（十４〕

世帯　１ ，４０６世帯（十２〕



広報にしかつら　２６３号　　１２

　　　お詫ぴと訂正

　広報１０月号２ぺ 一ジ中
、

高尾通吉さんの氏名に誤り

がありました 。お詫びして

訂正いたします 。今後誤り

のないよう 、努力していき

ます
。

国民健鷹保倹税（４期）

奮“り がキ栂

　　　巾咄｛仁
渡邊　龍司くん　２才１０ヶ月

　信二 ・ます代さん（長男）

この予定表は 、町民の参加を募る行事、町民を

対象とする事業について掲載Ｌております
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＠レザークラフト　＠英会語　　ゆ刻字 ＠ギター ＠硬筆 毎…圓各穫教室壱ＹＬＯ会館にて開級して釧』ます
。


